
◆女性活躍推進法が施行されました。家庭と仕事の両立がしやすい社会の実現に取り組んでいきましょう。◆

【
最
優
秀
賞
】

　
「
寺
尻
と
ボ
ク
等
と
時
々
オ
ト
ン
」

竹
村　

忠
之
さ
ん
（
寺　

尻
）

コ
メ
ン
ト

　
「
一
度
に
二
人
も
授
か
り
ま
し
た
。
こ

の
小
さ
な
背
中
を
見
て
い
る
と
、
涙
が
出

ま
す
。
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
夫
婦
、
力
を

合
わ
せ
、
神
様
か
ら
預
か
っ
て
い
る
気
持

ち
で
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
寺
尻
で
、
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。」

　

講
師
の
横
森
さ
ん
は
、
女
性
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
提
案
の
書
籍
を
多
数
出
版
さ

れ
、
ま
た
、「
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
健
康
法
」

の
講
師
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
男
性
も
女
性
も
、
共
に
健

康
に
生
き
て
い
く
た
め
に
、「
意
識
的
に

運
動
の
機
会
を
生
活
に
取
り
入
れ
る
工
夫

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
、「
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
健
康
法
」

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
ゆ
っ
た
り
と
し
た
リ
ズ
ム
と

動
き
で
気
持
ち
よ
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」「
運
動
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。」
と
い
っ
た
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
日
野
町
く
ら
し
安
心
ひ
と
づ
く
り
総

合
戦
略
」
に
あ
る
日
野
の
「
た
か
ら
」
を

情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
魅
力
を
伝
え

る
Ｐ
Ｒ
冊
子
と
し
て
「
人
と
自
然
が
ひ
び

き
あ
う
ま
ち　

近
江
日
野
の
く
ら
し
」
を

発
刊
し
ま
し
た
。

　

日
野
町
の
自
然
や
歴
史
、
伝
統
文
化
や

祭
事
等
を
写
真
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や

す
く
ま
と
め
ま
し
た
。
日
野
の
魅
力
を
町

内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

　

ご
利
用
の
方
は
役
場
企
画
振
興
課
企
画

人
権
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

10
月
３
日
（
土
）、
町
民
会
館
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
で
日
野
町
男
女
共
同
参
画

の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
野
の
男
女
共
同
参
画
ふ
ぉ
と
コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
者
授
賞
式
と
作
家
・
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
の
横
森
理
香
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
心
も
体
も
イ
キ
イ
キ
と
輝
く
健

康
の
秘
訣
〜
年
を
重
ね
て
さ
ら
に
幸
せ
に　

健
康
に
生
き
て
い
く
秘
訣
〜
」
と
題

し
た
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

【
優
秀
賞
】

　
「
孫
育
て
、
孫
育
ち
」

　
　
　
　
　

中　
　

裕
子
さ
ん（
下
駒
月
）

　
「
み
ん
な
で
収
穫
」

　
　
　
　
　

中
澤
つ
ぎ
江
さ
ん（
北　

脇
）

　
「
ひ
と
や
す
み
」

　
　
　
　
　

北
川　

翔
太
さ
ん（
山　

本
）

　
「
ち
い
さ
い
お
母
さ
ん
」

　
　
　
　
　

宮
﨑　

幸
代
さ
ん（
寺　

尻
）

　
「
元
気
い
っ
ぱ
い
力
持
ち
」

　
　
　
　
　

中
澤　
　

恒
さ
ん（
北　

脇
）

【
入　

選
】

　
「
僕
た
ち
の
手
料
理
」

　
　
　
　
　

山
縣　

隆
太
さ
ん（
大
窪
5
区
）

　
「
初
夏
の
休
日
」

　
　
　
　
　

山
下
江
津
子
さ
ん（
五
月
台
）

　
「
し
ゅ
っ
ぱ
つ
」

　
　
　
　
　

小
森　

妙
子
さ
ん（
奥
之
池
）

　
「
夏
だ
！
プ
ー
ル
だ
！
」

　
　
　
　
　

坂
井
田
光
博
さ
ん（
北　

脇
）

　

受
賞
作
品
は
、
日
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

日
野
町
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

っ
て
い
き
ま
す
。」

日
野
の
男
女
共
同
参
画

ふ
ぉ
と
コ
ン
テ
ス
ト

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
で

　

  

心
も
体
も
健
康
に

日
野
の
魅
力
を
伝
え
る

冊
子
を
発
刊

▲参加者全員でベリーダンスを体験

◆問い合わせ先　企画振興課　企画人権担当　☎526552
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　日野町総合計画懇話会やパブリックコメント等により、多くのみなさまからご意見をいただき、
まち・ひと・しごと創生法に基づく市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略として「日野町くら
し安心ひとづくり総合戦略」を策定しました。

　平成27年度から平成31年度までの5年間

総合戦略の期間

　交流人口および定住者人口を増やしていくため、人をはじめ自然、歴史など地域の誇りと地域資源を活かすこと
で、「ひと」・「まち」・「しごと」のつながりの好循環により持続発展可能なまちをめざしています。
　この「ひと」・「まち」・「しごと」の好循環を実現するために次の4つの基本目標と50の施策により取り組みを
進めることとしています。

総合戦略の概要

　まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経
済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざします。また、町内の企業の
交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。
　《施策》 創業・※第2創業の促進、企業誘致と企業・異業種間の交流促進、日野菜のブランド化の促進、

若者等の就職相談窓口の整備など
　　　　※既に事業を営んでいる企業・事業者において、業態転換・新事業・新分野に進出する創業のこと。

基本目標①　まちのたからで雇用を創る

　まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝える
ことで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。
　《施策》 体験型観光の推進、空き家・空き地等を活用した定住促進、日野の「たから」の情報発信

の推進、伝統文化等後継者育成の促進など

基本目標②　出会いと発見で人の流れを作る

　地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支
援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。
　《施策》 出会いの場の創出、保育所・学童保育所の整備、ファミリーサポートセンターの整備、福

祉医療制度の充実、奨学金制度の充実など

基本目標③　結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

　家庭でのきずなはもとより、地域での人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、
住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み続けられるまちをめざしま
す。また、地域の力を活かした課題解決能力を高めることで、住民の活発な自治活動を持続発展させ、
これまでの自治活動の見直しも含め、地域課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでい
くまちをめざします。
　《施策》 進取のまちの推進、地域福祉活動の推進、障がい福祉サービスの充実、介護予防の促進、

犯罪・事故のないまちづくりなど

基本目標④　くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

◆問い合わせ先　企画振興課　企画人権担当　☎526552
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